
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

定岡敏行議員は、軟質プラスチック分別開始、古紙類の集団回収や生ゴミ資源化の参加世帯の増加など、減量化の進展を評価し、ゴミ焼却の米子委託を前に、市民がいま「やればできる」と実感していることが重要だとして、さらなる減量化への市長の決意を問いました。 中村勝治市長は、「市民の理解も進んだ」とし、「ゼロウエストへ今後もとりくむ」との決意を述べました。 その上で定岡敏行議員は３つの具体的提案をおこない、市長はそれぞれ前向きな答弁で応えました。  資源ゴミ保管施設に 使っても結構・・・市長  定岡敏行議員 集団回収の促進にはボックスとか倉庫など、雨風をしのげる場所が必要。この議会に『可燃ゴミ集積所整備補助金』の上限拡大が提案されているが、これを資源ゴミの集積施設整備へ使うことはできないか。 中村勝治市長 活用しても らって結構だ。  「保冷庫配置 検討を」 良いアイデア・・・市長  定岡敏行議員 資源事業者の協同組合が、「市が電気代をもってくれれば、保冷庫を何台でも提供する」と言っている。それができれば市民はいつでも出せて、出した分だけ有料ゴミ袋を節約できるし、米子への委託費の節約になる。 中村勝治市長 良いアイデアだ。検討してみたい。           無料の紙おむつ袋で  資源化促進を  定岡敏行議員 民間で使用済み紙おむつの炭化事業が始まった。あとは紙おむつをどう乗せてゆくかだ。 紙おむつ専用袋を無料で用意して、可燃ゴミの収集ルートに乗せればできる。 中村勝治市長 グループホームや包括支援センターにヘルパー専用ステーションを設置しモデル的にはじめて、一般家庭でも生ゴミと同様に分別収集できないか研究したい。  市内に廻るお金で  地域も元気に  最後に定岡敏行議員は、可燃ゴミ減量化の意義について、次のように強調し、市の一層の努力を求めました。 定岡敏行議員 分別すれば   「定岡さんの提案がほとんど通ったじゃないですか。現場を良くみているからですかね」      福定町・男性    「同じお金でも焼却で米子へでていくお金と、市内で自治会や事業者に払うのでは違うという最後のところ、共感しました」      市の職員   安倍政権は、日本を海外で戦争できる国へと「安保法案」を強行しましたが、境港でも市民はへこたれていません。       安保法制の廃止と     立憲主義の回復を   めざし   新しい市民組織   結成の準備     境港市でもこの間がん ばった人たちが「廃止するまでがんばろう」と、市議５人も加わって、新しい市民組織立ち上げの相談が進んでいます。   憲法と民主主義をめぐって党派を超えた共同ができたことを、私たちは心から喜こんでいます。これからもこの共同を大切にして、がんばります。 
８月２６日、市民会館前 いっしょに訴えた 平松、柊、松本、安田、定岡の 5 市議  （敬称略） 14/６月議会 -- 集団的自衛権行使容認の閣議決定に反対決議 15/６月議会 -- 安保法制の「拙速な採決はするな」と決議 15/08/26  -- 5 人の市議が合同して街頭演説（写真）      １００人の聴衆が駆けつけました 15/09/13  -- 市内各層の 17 氏のよびかけで       「安保法制ストップ緊急市民集会」がひらかれて              市民２００人が参加         市内をパレード 

２０15.10.10 日本共産党境港市議団発行 境港市湊町５５   TEL44－0039  この報告は政務活動費で 発行しています 
平松謙治平松謙治平松謙治平松謙治        定岡敏行定岡敏行定岡敏行定岡敏行                    柊康弘柊康弘柊康弘柊康弘                    松本煕松本煕松本煕松本煕                安田共子安田共子安田共子安田共子    

  ８月に開催した市民懇談会は７会場で１１８名の参加でした。   寄せられた市政要望や意見に対し、市議会は対応を相談、幾つかの解決も始まっています。   １０月中旬には、要望への回答一覧が各公民館に配置されます。  資源、とりくみを前進させれば、米子への委託費を減らせて、市民の暮らしに役立てられる。 集団回収の奨励金など、新たな費用も増えるが、燃やすことで米子へでていくお金とは違い、市内でめぐり廻って活きる金、地域の元気のお金になる。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定岡敏行議員 県の管理する夢みなと公園の木造遊具などが、黄色いテープ貼って使用禁止。船のオブジェは草ぼうぼう。ほぼ２年前と変わらぬ荒廃ぶりだ。 適切な管理ができるよう県 と協議していただきたい。 中村勝治市長 境港管理組合はできるだけ早く対応しているとのことだが、よりきめ細かな対応を知事部局にも要望していきたい。 定岡敏行議員 少子高齢化で子どもは減る一方、大人の健康志向は強まっている。大人にとっても休息や運動の場という位置づけの公園整備が必要ではないか。全市的なニーズ調査をおこなったらどうか。 中村勝治市長 小公園については周辺自治会等とも協議し、多くのみなさんに利用してもらえるよう工夫をしているが、ニーズ調査は今後の整備にとって有効なことで、適切な時期におこないたい。 
 「公民館のおもちゃのこと知らなかった。 市民講座の時などの時に使えそう。積極的に広報してほしい」     傍聴した婦人    「マイナンバー制度のことはどんな危険があるのか、何を気を付ければいいのかもっと詳しく教えてほしい」     渡町・女性 

夢みなと公園の遊具（2015/8/26） 安田共子市議 公民館に設置されている、絵本、おもちゃ、ゲームなどの活用はどうか。 佐々木邦広教育長 子育てサークルや講座などで利用しているが、スペースが不十分で利用者が少ない。使い方の講座開催や展示方法を工夫し改善したい。   安田共子市議 公民館を安心して利用できる工夫は？ 
安田共子市議 「総合戦略」策定の目的は、人口減少と地域経済縮小の克服とあるが、状況はどうか。  中村勝治市長 法人市民税納税義務者９００社のうち、上位２０社（全体の２割）で納税額の７割を占める一方、所得がなく非課税という事業所が６割という厳しい状況。一人当たり市民所得は約２４３万円（平成２４年度）で、県内４市の中で最高額だ。  市民所得が６年間で 年３０万円も減少  安田共子市議 市民所得は６年間で年間３０万円減っている。個人所得や消費の拡大を目標に据えるべき。中小 企業振興条例を策定し、市内の経済全体を把握し底上げするためのとりくみが必要。 中村勝治市長 条例制定の考えはないが、様々な施策で中小企業の振興、市内経済の活性化に引き続き取り組む。経済の底上げは、日本全体の経済という観点で考えないと効果がない。 安田共子市議 条例制定している自治体では、事業所訪 問やアンケートなどで実態把握をしている。 伊達憲太郎産業部長 中小企業相談所の声を聞きながら施策を作っているが、今後も事業者の意見を聞く努力を重ねていきたい。  安田共子市議 住宅リフォーム助成制度や中小企業への発注率引き上げ（横浜市）、ヘルパー資格取得費用助成（長野県栄村）、介護職に就くひとり 親支援（浜田市）などの先進例にならって、既存の企業を応援し市民生活の向上を図って欲しい。 中村勝治市長 今後の施策立案の参考にしたい。  佐々木邦広教育長 誠道公民館はフロアマットを設置しているが、すべての公民館でできていない。 子育て世代の親子をつなぐ場をたくさん準備することは大事なことだ。 安田共子市議 痛んだおもちゃの更新は？ 佐々木邦広教育長 更新して使えるよう配慮したい。 社会保障・税番号（マイナンバー）システムに関連する条例に対し、共産党議員団は同制度の中止・延期を求めて反対し、国の財政措置等を求める議員提案にも反対しました。 

安田共子議員  国民にメリットはない。国の狙いは徴税強化と社会保障費の抑制だ。 これまでバラバラだった個人情報が一つに連結され、芋づる式に情報漏えいする危険が高まる。ひとたび漏えいすれば被害を取り返す手立てはない。 事業所はシステム更新や個 人番号の管理に人的確保など、重い負担がのしかかる。 定岡敏行議員 国は、預金、生命保険、医療情報まで一元化を計画している。コンピューターなど、戦前にはなかった新しい技術による新しい装いをもった、国家による国民監視社会そのものだ。 


